　　　　　　　　　　　第５学年　道徳学習指導案

１　主題名　　　自由と自分勝手【１－（３）自由・規律】
２　資料名　　　うばわれた自由　（出典　学研「みんなのどうとく５年」）
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
　　　人間には、自由の権利が保障されているが、その自由を求めるがあまり、時として守るべき規律を逸脱したり、他者に迷惑をかけてしまったりすることがある。それは、自分自身の考えに従って行動するという自由が、人間は社会的存在であるということより優先してしまうからである。自分だけでなく、他者の立場も踏まえ、互いに尊重し合い、規律ある行動がとれるようにしたい。
（２）子どもの実態について
　　高学年になると、様々な場面で判断力が身につき、自分の考えに従って行動できるようになる。しかし、その行動が時に自分勝手な行動で他者に迷惑をかけてしまっている場面を見かけることもある。社会的な責任感がまだ希薄で、自分のやりたいことが優先してしまうからである。自由はわがままとは違うことを児童なりにつかむ時期であるが、自由に振る舞うには自己規制が伴うことには気づかないでいる児童も多い。自由と規律ある行動の意義を理解し、考えを深める機会にしたい。
（３）資料について
　本資料は、自分勝手に行動することが自由であると思っている王子ジェラールと、それについて正しい判断力をもっている森の番人ガリューの言動、さらにその結果を通して、真の自由を考えさせる構成になっている。２人の行動や気持ちを考えることを通して、自由と規律についての価値を深めさせることに適した資料といえる。

４　本時のねらい
　　自由と規律ある行動の意義を理解し、自由を尊重し、規律ある行動をしようとする態度を育てる。

５　本時の展開　（１／２時）
	
	学習活動・主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導
入
	１　「自由」という言葉からイメージしたことを確認する。
・誰にもさしずされずに自分の思う通りにやれること
・自分のやりたいことをやっていること
	○事前に「自由」という言葉からイメージすることを書かせておく。自由の意味を考えさせることで、問題意識をもたせる。

	展
開
	２　資料「うばわれた自由」について話し合う。

・誰であろうと、国の決まりをやぶったからにはゆるせません
→殺されるかもしれないのに、言えてすごいと思うから
【前半部分】

○注意したときのガリュー×ガリューの話をきいたジェラールの気持ち
・自分勝手で国が滅びるぞ　・うるさいやつ・私は王子だぞ・私の勝手だ
○その後、国はどうなったのだろう・・・　（予想）・もめ事ばかり
【後半部分】※映像をみる

・ガリューのいう通りだった
・自由とは、したいようにすることではない
・自由は、決まりを大切にしながら考えなければならなかった

・○○さんが言ったように、自由とは自分勝手とはちがうな
	○前半の映像をみて事前にとったメモをもとに、自分の考えがもてるようにする。

○資料を振り返り、児童の多様な考えを出させながら、板書構成をする。
○自分の意見を考えるために吹き出しを用いる。
○ガリューとジェラールの役になって演技を行い、互いの立場を考えられるようにする。ジェラールの自由に対する心境の変化に気付かせる。
○ジェラールの気付いた真の自由を共感的に捉え、小グループでの話し合いを通して、自分の考えを確立していく。
○横書きの板書でまとめ、始めと比べることで、考えの深まりを捉える。

	終末
	３　今までを振り返り、これからの生活に生かそう＆教師の説話
○自分勝手で誤った行動をしてしまった経験を振り返ろう
○これからの自分に大切なことと感じたことを書きましょう
	○充分な時間をとり、それぞれが自分の生活を振り返られるようにする。


６　本時の評価
　自由と規律ある行動の意義を理解し、真の自由について自分の考えを深めている。

































牢屋に入れられたジェラールはどんなことを考えたのだろう





本当の自由って何だろう～自由と自分勝手～





ガリューとジェラールの考えている自由の違いを考えよう








心に残った言葉や文を発表しよう














